
図表 1.  韓国の最低賃金の推移 

政権 年度 
時給 

（ウォン） 
引き上げ 

率 
政権 年度 

時給 
（ウォン） 

引き上げ 
率 

全斗煥 1988 
487.5 
（462.5） 

  盧武鉉 2004.9～8 2510 10.3% 

盧泰愚 1989 600 23.1% (65.7%)  2005.9～12 2840 13.1% 
（106.2%)  1990 690 15.0%   2006 3100 9.2% 
  1991 820 18.8%   2007 3480 12.3% 
  1992 925 12.8%   2008 3770 8.3% 
  1993 1005 8.6% 李明博 2009 4000 6.1% 
金泳三 1994.1～8 1085 8.0% (28.9%)  2010 4110 2.8% 
(47.8%)  1995.9～8 1170 7.8%   2011 4320 5.1% 
  1996.9～8 1275 9.0%   2012 4580 6.0% 
  1997.9～8 1400 9.8%   2013 4860 6.1% 
  1998.9～8 1485 6.1% 朴槿惠 2014 5210 7.2% 
金大中 1999.9～8 1525 2.7% (33.1%)  2015 5580 7.1% 
 (53.2%) 2000.9～8 1600 4.9%   2016 6030 8.1% 
  2001.9～8 1865 16.6%   2017 6470 7.3% 
  2002.9～8 2100 12.6% 文在寅 2018 7530 16.4% 
  2003.9～8 2275 8.3% (54.56%?) 2020 10000 

 
 
図表 2. 最低賃金の国際比較（購買力、ドル） 

 

（出所：OECD Stats） 



図表 3. 最低賃金の国際比較（中位所得の割合） 

 
（出所：OECD Stats） 

 
図表 4. 最低賃金の決定過程 

 
（『2016 最低賃金委員会活動報告書』42 頁） 



 
図表 5. 企業別労働組合の戦略 

 
（安周永『日韓企業主義的雇用政策の分岐』ミネルヴァ書房、33 頁） 

1）インサイダー戦略 ＋ 提携戦略なし 
2）アウトサイダー戦略 ＋ 提携戦略あり 
 
 
 
図表 6. 韓国の労働組合の戦略① 
1.アウトサイダー戦略① 
 ‐最低賃金委員議会の欠席や脱退 
 ‐記者会見の開催 

     

構造的に不利な状況での打開の戦略 

 

 
 



 
図表 7. 韓国の労働組合の戦略② 
1.アウトサイダー戦略② 
 ‐集会 

 
 
 
 
図表 8. 韓国の労働組合の戦略③ 
1.アウトサイダー戦略③ 
 ‐社会的全面ストライキ（2017 年 6 月 30 日） 
 ‐最低賃金 1 万ウォン、非正規雇用撤廃、労組活動の権利 

   

 
 
 
 
 



 
図表 9. 韓国の労働組合の戦略④ 
2.提携戦略 
 ①最低賃金連帯の結成（2002 年、31 団体） 

 

 
 
 
図表 10. 韓国の労働組合の戦略⑤ 
2.提携戦略 
 ②労働者代表委員の推薦 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図表 11. 政党の最低賃金に対する公約（大統領選） 

 

 
出所：最低賃金連帯（2017 年 4 月 19 日)「大統領候補の最低賃金政策の比較及び最低賃金連帯 
   ２０１８年度適用の最低賃金要求案の発表の記者会見」 
 
 
 
 
 
 
 
 



図表 12. 最低賃金委員会での審議（2017 年度） 
1．審議過程 

 
2．特徴 
①労使がそれぞれ提出する最終審議案を投票として決定 
②15:12 で労働代表の案が決定 
  →公益委員 9 人の 6 人が労働側の案に投票 

⇔文在寅政権による公益委員の任命は一人 
 
 


